
 

 

 

 

 

雨が続く今日この頃。早く梅雨が明けて欲しいと願うばかりですが、もも組の子どもたちは、どんな天気でも 

好きな遊びを見つけて、生き生きと過ごしています。また、言葉のやり取りも盛んになってきていますので、 

ご家庭で園での出来事を聞いてみて下さいね。 

＊幼児期の終わりまでに育って欲しい１０の姿より（７月編） 

【水遊びの場面にて】 

 

 

 

 

 

大きいクラスのお友だちが、小川に樋
とい

を置き、樋から水が流れるようにしていることに気付いた Kくん。 

‘‘水がこぼれないように‘‘ペットボトルをしっかりと持ち、上手に水を汲んでいます。【思考力の芽生え】 

また、ペットボトルに汲んだ水をジョーロに移し替え、その後、砂場を花壇に見立てて「水よ～！」とつぶ 

やきながら、水をあげていました。【豊かな感性と表現】 

 

【ままごとコーナーの場面にて】 

 

 

 

紫色のお鍋を棚の上に置きたいＹちゃん。そのことに気付いた Hくんが自分の持っていた鍋を動かし、 

置くスペースを作ってあげていました。その行動を嬉しく思ったＹちゃんが、‘これ使って遊んだら楽しいよ～！

‘と伝えるかのごとく、自分が持っていたしゃもじをそっとＨくんに手渡していました。そこから２人でままご

と遊びが始まりました。【協同性】が育っていっています。 

 

・今月は２つの場面をご紹介しました。日々生活をしていく中で、もも組の子ども達一人ひとりに育ちが見られ

ます。これからも温かいまなざしで見守っていきたいです。また、保育参観に参加される保護者の方は、是非お

子さんの姿をよくご覧になってみて下さい。新たな発見があるかも！？知れません。 

（お知らせ） 

・今月の身体計測は、７月２８日（火）に行います。 

・ノートと健康チェック表は、連絡帳入れのカゴに必ず入れて頂くようよろしくお願いします。 

また、お子さんと一緒に手拭きタオルをタオル掛けに掛けて下さい。 

ももぐみだより ７月 


